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ウへんこう 

鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名 大
鶴
地
区 

人
口
統
計 

77(-1) 74(-1) 180(-2) 217(0) 163(0) 175(+1) 300(+1) 1,186(-2) 人口 

37(0) 31(0) 73(-1) 98(0) 80(+1) 72(+1) 120(+1) 511(+2) 世帯 

 ※データは日田市 HP より令和４年８月３１日現在 ( )は前月比 

            
 

物
が
彫
り 

  

込
ま
れ
て 

                                 

い
る
。 

す
ご
い
形 

相
怖
い
顔 

髪
の
毛
を 

編
み
込
ん 

で
お
り
、 

後
ろ
か
ら 

見
る
と
廻 

し
み
た
い 

な
も
の
が 

見
え
る
。 

石
井
神
社
に
も
同
じ
も
の
が

あ
り
『
り
き
さ
ん
』
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
老
松
社
・
天
満
宮
と

言
う
と
、
大
蔵
永
季(

日
田
ど
ん)

＝
相
撲
と
な
る
が
そ
れ
で
良
い

の
か
は
、
今
後
調
べ
て
行
く
必
要

が
あ
る
。
と
の
事
で
す
。 

人
が
住
み
や
す
い
場
所 

  

大
鶴
地
区(

大
肥
の
荘)

は

縄
文
時
代
か
ら
途
切
れ
る
こ

と
な
く
人
が
住
ん
で
い
る
、

豊
か
な
土
地
で
あ
り
歴
史
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
、
集
落

が
古
く
か
ら
あ
る
所
は
、

元
々
人
が
住
み
や
す
い
場
所

と
言
う
事
に
、
そ
う
い
っ
た

場
所
は
永
遠
と
未
来
に
人
が

住
み
続
け
る
土
地
と
言
う
事

に
な
る
そ
う
で
す
。 

時
代
か
ら
の
遺
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
甕
棺
墓
・
木
棺

墓
・
石
棺
墓
と
多
く
の
お
墓

が
発
掘
さ
れ
、
中
で
も
お
墓

の
中
に
中
国
の
磁
器(

青
磁)

が
発
見
さ
れ
、
又
、
刀
の
入
っ

た
お
墓
も
あ
り
、
鉄
を
作
る

工
房(

鍛
冶
工
房)

が
あ
っ
た

事
が
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

老
松
社
と
大
蔵
氏 

中
島
天
満
社
の
本
殿
に
人 

  

 

大  

鶴 

編集・発行 

日田市大鶴公民館 

大鶴本町８７０ 

電話 ２８－２８４６ 

FAX ２８－２１２２ 

館長 森山 道德 

主事 伊藤 正昭 
 
 

紙面のイラストについて 

イラスト著作権 

がくげい 

広報 おおつる                                        ２０２２年 9月１５日発行 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
回
、
日 

田
・
大
鶴 

の
歴
史
資 

料
並
び
吉 

田
課
長
の 

調
査
・
研 

究
結
果
の

私
案
か
ら
大
変
分
か
り
や
す

く
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

大
鶴
に
は
発
掘
調
査
の
結

果
か
ら
多
く
の
縄
文
・
弥
生

日田市大鶴公民館 : ホームページ：http://www.hita-k.org/ootsuru：      ：otsuru-k@hita-net.jp 

  

 

大
鶴
公
民
館
成
人
学
習
事
業
「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
」
が
８
月

26
日
（
金
）
午
後
７
時
～
講
師
に
、
日
田
市
教
育
庁
文
化
財

保
護
課 

吉
田 

博
嗣
課
長
を
お
招
き
し
、
演
題
に
「
大
鶴
の

歴
史
と
文
化
財
を
学
ぼ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
第
１
講
に
続
き
、
第
２
講
で
は
11
月
下
旬
に
「
大

鶴
の
史
跡
・
文
化
財
を
め
ぐ
る
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

民法改正によって、成年年齢が「20歳」か

ら「18 歳」に引き下げられましたが、     

日田市では従来通り 20 歳を対象とし、 

式典名称を「20歳のつどい」とした上で

開催します。 

 開催日：令和５年１月８日（日） 
 場 所：パトリア日田 
 対象者：平成 14 年 4 月 2 日～平成 

15 年４月１日に生まれた人 

※ 日田市の住民基本台帳に登録されて

いる人は 12 月上旬に案内ハガキを送付

しますが、登録されていない方で参加を

希望する方は申し込みが必要です。 

※ 申し込みは、日田市教育庁社会教育

課生涯学習推進係☎(0973)22-6868 又

は、日田市大鶴公民館☎(0973)28-2849

までご連絡ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８
月
22
日 

(

月)

大
明
チ 

ャ
レ
ン
ジ
教 

室

第

３

講 

「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体 

験
」
を
市
内 

隈
町
庄
手
川

で
行
い
ま
し
た
。
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ(

サ

ッ
プ)

」
と
は
、
『S

tan
d
 

U
p
 

P
ad

d
lr 

b
oard

』(

ス
タ
ン
ド
ア

ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド)

の
略
称

で
、
専
用
の
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て

パ
ド
ル
で
漕
ぎ
進
む
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
今
回
は
８
月
１
日
～
３

日
に
か
け
て
開
催
予
定
で
あ
っ

た
「
夏
合
宿
」
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
関

係
で
『
中
止
』
と
な
り
、
そ
の

代
替
事
業
と
し
て
行
い
ま
し

た
。
当
日
の
移
動
は
JR
を
利
用

し
ま
し
た
。 

全
員
が 

初
め
て
の 

経
験
で
イ 

ン
ス
ト
ラ 

ク
タ
ー
の 

話
を
真
剣 

に
聞
い
て 

い
ま
し
た
。 

 

２
班
に 

９
月

日 

(

土)

夜
明
公 

民
館
に
於
い 

て
、
大
明
チ
ャ 

レ
ン
ジ
教
室 

第
４
講
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事

を
知
ろ
う
！
」
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
初
め
に
お
互
い
の 

紹
介
で
す
。 

大
明
チ
ャ
レ 

ン
ジ
教
室
の 

紹
介
を
６
年 

生
が
行
い
、 

日
田
の
紹
介

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
家
族

か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
紹
介
と

自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

(

川
遊
び
・ 

Ｓ
Ｕ
Ｐ)

分 
か
れ
て
の 

体
験
、
川 

遊
び
で
は 

安
全
対
策 

の
基
本
と 

な
る
背
浮 

き(

ラ
ッ
コ
さ
ん
ポ
ー
ズ)

を
覚 

え
ま
し
た.

。 

Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験 

で
は
初
め
は 

座
っ
て
漕
い 

で
い
ま
し
た 

が
、
時
間
が 

経
つ
に
つ
れ 

慣
れ
て
き
た
の
か
ボ
ー
ド
に
立

っ
て
漕
げ
る
様
に
な
り
自
分
の

思
う
様
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ボ
ー
ド
を
操

作
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
家
族
か

ら
は
『
大
変
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
事
が
出
来
、
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。
』
と
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
参
加
児
童
代
表
か
ら
は

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事
が
知
れ
て

よ
か
っ
た
』
『
早
く
紛
争
が
終

わ
り
平
和
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
戻

っ
て
ほ
し
い
』
等
の
感
想
が
出

せ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
催
し
に

協
力
い 

た
だ
い 

た
NPO
法 

人
リ
エ 

ラ
、
大 

鶴
・
夜 

明
食
推 

協
の
皆 

さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

お
互
い
の 

紹
介
後
、 

大
人
は
料 

理
、
子
ど 

も
た
ち
は 

遊
び
ゲ
ー 

ム
と
別
れ 

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

「
け
ん
玉
」
「
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
」
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
「
サ
ッ
カ

ー
」
を
、
大
人
は
「
茶
碗
蒸

し
」
「
マ
ー
ボ
春
雨
」
「
白
玉

フ
ル
ー
ツ
ぜ
ん
ざ
い
」「
鳥
飯

の
お
に
ぎ
り
」、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

料
理
「
ジ
ャ
ル
ク
ー
ヤ
」(

ボ

ル
シ
チ
み
た
い
な
も
の)

「
ナ

リ
ス
ニ
キ
ー
（
ク
レ
ー
プ
み

た
い
な
も
の
）
を
作
り
全
員

で
食
事
会
を
し
ま
し
た
。 

広報 おおつる                                        ２０２２年 9月１５日発行 

差別をなくす人権標語    

 

大鶴社会福祉協議会・公民館共催 

令和４年１０月の「子育てソロン」が

下記の日程で開催されます。 

記 

期日 １０月 16日（日曜日） 

時間 午前１０時～午前１１時３０分 

場所  大鶴公民館：集会室 

講師   原 田 京 子 先生 

子どもたちにもできる「クッキング

の話」、「読み聞かせ」をした後、子ども

たちと一緒に「まぜたり・形など」をつ

くったりして簡単クッキングに取り組

めたらと思っています。 

 みなさんの参加をお待ちしています。 

 

８
月

24

日(

水)

第
２
回
目

の
男
性
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
１
回
目
の
時
、
教
室

生
で
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
、
冷
や 

し
中
華
・
焼
売
を 

作
り
ま
し
た
。 

ま
だ
暑
い
時 

期
で
し
た
の
で 

時
節
柄
ピ
ッ
タ

リ
の
メ
ニ
ュ
ー

で
し
た
。 

無料相談会が下記日程で開催されます。

予約は不要です、気軽にお越し下さい。 

日   時：令和４年 9 月 21 日(水) 

9：30 ～  11：30 

場 所：日田市大鶴公民館 図書室 

生活支援相談センター☎２２-５２９９ 



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安
心
し
て
暮 

ら
せ
る
地
域 

に
す
る
に
は
、 

高
齢
化
が
進 

む
中
若
者
が 

地
元
か
ら
離 

れ
て
い
く
、 

若
者
を
い
か 

に
確
保
す
る
の
か
、
そ
の
為
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
等
色
々

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
は
旧
大
鶴
駅
周

辺
整
備
に
つ
い
て
、
今
の
現
状

で
残
す
も
の
撤
去
す
る
も
の
な

ど
を
調
べ
、
駅
周
辺
整
備(

沿

線
の
美
し
い
景
観
の
継
承
、
人

が
集
ま
る
憩
い
の
拠
点
づ
く
り 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
利
用
促
進)

に
つ
い

て
、
具
体
的
な
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
駅
周
辺
を
い
く
つ
か
の

ゾ
ー
ン
に
分
け
活
用
す
る
。 

駅
ホ
ー
ム 

周
辺
に
グ 

ラ
ン
ピ
ン 

グ
施
設
を 

作
る
、
駅 

か
ら
沙
羅 

ま
で
の
間 

を
賑
い
ゾ

ー
ン(

仮
称
・
名
本
銀
座)

に
し

て
人
の
集
客
を
増
や
す
、
他
に

農
業
体
験
ゾ
ー
ン
・
枕
木
広
場

等
色
々
な
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
出
さ
れ
た
意
見
や

具
体
的
案
の
実
現
に
向
け
、
こ

れ
か
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
会
議

で
の
意
見
交
換
が
必
要
で
す
。 

 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①
③
に
つ

い
て
は
、
前
回
「
地
域
の
良
い

と
こ
ろ
、
好
き
な
と
こ
ろ
、
資

源
と
思
う
も
の
、
困
っ
て
い
る

こ
と
、
不
便
な
こ
と
な
ど
地
域

の
課
題
」
を
出
し
て
来
た
、
今

回
は
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し 

広報 おおつる                                       ２０２２年 9月１５日発行 

８
月

24

日(
水)
大
鶴
公
民
館
に
於
い
て
、
大
肥
の
郷
ま
ち
づ

く
り
会
議
（
大
鶴
地
区
）
第
２
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
会
議(

６
月
22

日)

開
催
に
続
き
、
３

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

①
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
地
域
振

興
、
②
日
田
彦
山
線
沿
線
の
美
し
い
景
観
を
活
か
し
た
地
域
振
興
、

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り)
の
内
、
今
回
は
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
①
と
③
を
一
つ
に
考
え
、
②
と
二
つ
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
グ

ル
ー
プ
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ぼうさいキャンプ 防災標語    
 

 今回、初めて「大鶴の宝」を公民館

だよりで紹介しました。今後も随時紹

介していく予定です。 

 是非、皆様の家、地域に残る「こん

な良いとこあるよ」「こんなものがある

よ」自薦・他薦構いません、多くの情

報を公民館にお知らせください。 

日田市大鶴公民館 ☎ 28-2846 

  

庚申様信仰行事(大鶴町山口地区) 
江戸時代から庚申 

様信仰行事が現在 

も続いている。寛政 

11年(1800年)から 16軒 

で 60日ごとの「かのえさる 

の日」に順番で世話を続け 

て来たことがわかる「台帳」 

が残っている。 

また、その台帳を保管す 

る寛政 11年作成の木製長 

箱は現在も使われている。

現在は 11軒で信仰が引き継がれている。 

 

 

 

善
意
の
お
礼 

 

香
典
返
し
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

堀   

義 

幸 

様 

（
大
肥
町
） 

亡
母 

ア
ヤ
カ 

儀 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

令
和
４
年
度
第
２
回
「
女
性

セ
ミ
ナ
ー
」
を
左
記
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

記 

期
日
： 

９ 

月

27

日(

火) 

時
間
： 

午
後
７
時
～
９
時 

場
所
：
大
鶴
公
民
館
集
会
室 

  

内
容
：
女
性
の
た
め
の
「
健
康 

づ
く
り
栄
養
」
講
座 

講
師
：
佐
川
貴
紀
氏(

明
治
安
田
生
命) 

 
 

 

「
健 

康 

体 

操
」 

講
師
：
新
川
美
奈
子
さ
ん(

ウ
エ
ル
ピ
ア) 

 

※
今
回
は
、
健
康
に
つ
い
て
の

講
話
を
行
い
、
そ
の
後
軽
く
体
を

動
か
し
ま
す
。
上
履
き
・
タ
オ

ル
・
飲
料
な
ど
運 

動
で
き
る
服
装
で 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

   

  

催
し
ま
し
た
。 

つ
る
り
と
し 

た
喉
越
し
の
美 

味
し
い
そ
ば
が 

打
ち
あ
が
り 

ま
し
た
。 

第
３
回
目
を
８

月
29

日
に
第

４
回
目
を
９
月

12

日
い
ず
れ

も
月
曜
日
に
開



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏     名 住    所 電 話 番 号 スマホの有無 
いずれかに〇を 

スマートホンの機種

を書いてください。 

   有  ・  無  

   有  ・  無  

今
回
、
下
記
の
通
り
【
基
礎
入

門
編
】を
開
催
し
ま
す
。
又

【
活
用
・応
用
編
】を
10
月
24

日
～
26
日
の
３
日
間
時
間
は

午
後
２
時
～
３
時
30
分
で
開

催
し
ま
す
。
募
集
に
つ
き
ま
し

て
は
後
日
行
い
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
の

『 

ス
マ
ホ
の
学
校
』講
師
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
７
月
よ
り

大
鶴
地
区
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
赴
任
し
た
、
宮

﨑 

友
彰(

み
や
ざ
き 

と
も
あ

き
・左
記
写
真)

さ
ん
に
お
願

い
し
行
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の 

参
加
お
待
ち 

し
て
ま
す
。 

  

令
和
４
年
度
大
鶴
公
民
館
高
齢
者
学
習
事
業 

 

「
寿
大
学
」
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
は
別
途
チ
ラ
シ
で
案
内
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
以
外
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。 

公
民
館
に
直
接
連
絡
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

記 

 

開
催
日 

令
和
４
年
10
月
17
日(

月) 

時 

間 
 

午
前
10
時
30
分
～ 

  

開
催
場
所 

大
鶴
公
民
館
集
会
室 

 

演
題
：
「
人
生
100
年
時
代
を 

豊
か
に
生
き
る
た
め
に
」 

 
 

 
 

～
一
人
一
人
を
尊
重
し
て
～ 

 

講 

師
：  

佐さ 

藤と
う 

弥や 

生よ
い 

さ
ん 

 【講師プロフィール】 

県人権問題研修講師 

一般社団法人ライフラ

ーニング協会認定講師 

心理カウンセラープロ

課程修了等、教育・福

祉関係の様々な活動を

経験、民生児童委員と

して４年間活躍。 

 

交流そばうち 

広報 おおつる                                        ２０２２年 9月１５日発行 

差別をなくす人権標語      

 

 

 

 

 

 

持っているけど使い方がわからない・・ 
買い換えたいけどスマホを使えるか・・         
そもそもスマホって便利なの ・・・・ 

日 時 令和4年10月5(水)6(木)12(水)の3日間 
        時 間：午後２時～午後３時３０分 

場 所   大 鶴 公 民 館（会議・学習室） 
定 数 先着１０名(参加費無料)締切：令和４年９月２７日（火）まで 

 申込み ：下記の申し込み用紙に必要事項を記載し、大鶴公民館に持参いただくか大鶴公民館へ  

お電話又 FAX、メールにて申し込みください。（HPホームページからも申込できます。） 

  お問い合わせ ： 大鶴公民館☎（0973）28-2846/FAX28-2122  📨otsuru-k@hita-net.jp 

 

 

そんなお悩み解決します‼ 

✄  ✄  
スマホ教室(申込用紙)大鶴公民館 ☎（0973）28-2846 HP(ホームページ)URL：http://hita-k.org/ootsuru 

キリトリ 

 
◎ 参加される方、スマ

ートホンをお持ちの方

は必ず持参ください。 

大 

鶴 

ふ
る
さ
と
祭 

『 

中 

止 

』 

と
な
り
ま
し
た
。 

 

11

月
６
日(

日)

に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た

。

「

大
鶴
ふ
る
さ
と
祭
」
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め

「

中
止
」
と
な
り
ま
し
た
。 


